
生涯乳量　都府県　令和７年４～６月

１位　宮崎県・池島　和博さん
「ルート　ロイヤリスト」

登
録
推
進
に
尽
力

登
録
委
員
表
彰


県

名
を
表
彰

日ジャ通常総会開く

第回全共の場で
ジャージーをアピール

１
位
　

池
島
和
博
さ
ん
　

（
宮
崎
県
）

２
位
　

荒
井
康
裕
さ
ん
　

（
栃
木
県
）

３
位
　

遠
藤
拓
也
さ
ん
　

（
宮
城
県
）

４
位
　

荒
井
康
裕
さ
ん
　

（
栃
木
県
）

５
位
　

谷
口
学
さ
ん
　

（
京
都
府
）

全　　　　　　　酪　　　　　　　新　　　　　　　報（７） 第２６３８号（第３種郵便物認可）２０２５年（令和７年）７月日

　
日
本
ジ
ャ
ー
ジ
ー
登
録
協

会
（
高
村
祝
次
会
長
）
は
５

月

日
、
東
京
都
内
で
第


回
通
常
総
会
を
開
催
し
、
令

和
６
年
度
事
業
報
告
並
び
に

同
収
支
決
算
報
告
、
令
和
７

年
度
事
業
計
画
案
並
び
に
同

収
支
予
算
案
に
つ
い
て
協
議

し
、
原
案
の
と
お
り
可
決
承

認
さ
れ
た
。
な
お
、
会
費
徴

収
に
つ
い
て
、
令
和
７
年
度

か
ら
終
身
会
費
が
廃
止
に
な

り
、
年
会
費
は
２
５
０
０
円

に
改
正
さ
れ
た
。
　

　
総
会
前
に
開
催
し
た
第


回
理
事
会
で
は
、
第

回
全

日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

に
関
わ
る
経
過
報
告
、
昨
年

９
月
の
北
海
道
ナ
シ
ョ
ナ
ル

シ
ョ
ウ
で
の
出
展
活
動
に
つ

い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

　
協
議
事
項
で
は
、
第

回

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
の
酪
農
資
材
器
具
展
に
お

い
て
、
全
国
ジ
ャ
ー
ジ
ー
酪

農
振
興
協
議
会
、
北
海
道
ジ

ャ
ー
ジ
ー
酪
農
振
興
協
議
会

と
共
催
し
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
関

連
の
催
事
内
容
を
提
案
。
出

展
ブ
ー
ス
で
は
昨
年
９
月
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
シ
ョ
ウ
と
同
じ

く
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
歴
史
等

を
ま
と
め
た
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
、
北
海
道
並
び
に
都
府
県

の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
乳
製
品
の
販

売
を
行
う
。

　
こ
の
ほ
か
、
こ
の
度
の
会

費
改
正
に
伴
い
、
「
登
録
普

及
に
係
る
助
成
規
程
」
の
改

正
を
提
案
。
ま
た
、
日
本
ホ

ル
協
が
進
め
て
い
る
血
統
登

録
証
明
書
の
発
行
省
略
に
つ

い
て
、
日
ジ
ャ
も
発
行
省
略

に
向
け
対
応
す
る
た
め
、
短

・
長
期
的
な
実
施
内
容
を
提

案
。
協
議
事
項
は
す
べ
て
承

認
さ
れ
た
。

　
日
ジ
ャ
の
通
常
総
会
後
、

全
国
の
ジ
ャ
ー
ジ
ー
酪
農
団

体
等
で
組
織
す
る
全
国
ジ
ャ

ー
ジ
ー
酪
農
振
興
協
議
会

（
長
恒
充
委
員
長
）
の
、
第


回
委
員
会
と
第

回
総
会

を
開
催
し
、
す
べ
て
の
議
案

に
つ
い
て
承
認
さ
れ
た
。

高村会長

　
令
和
７
年
４
月
か
ら
６
月

に
都
府
県
で
検
定
成
績
証
明

さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
下

表
に
は
乳
量
上
位

頭
を
示

し
た
。
今
回
は
５
頭
が
総
乳

量
（
Ｍ
）

万
㌔
を
突
破
し

た
。

　
今
回
の
１
位
は
池
島
和
博

さ
ん
（
宮
崎
県
）
の
「
Ｌ
Ｓ

　
７
　
ル
ー
ト
　
ロ
イ
ヤ
リ

ス
ト
」
の
検
定
回
数

回
で

検
定
日
数
３
１
１
１
日
、
Ｍ


万
５
７
６
３
㌔
、
総
乳
脂

量
（
Ｆ
）
４
３
６
１
㌔
、
平

均
乳
脂
率
（
Ｆ
％
）
３
・
５

％
、
総
乳
蛋
白
質
量
（
Ｐ
）

４
２
０
５
㌔
で
あ
っ
た
。
こ

れ
は
宮
崎
県
内
乳
量
歴
代
３

位
、
乳
脂
量
歴
代
４
位
の
成

績
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
池
島

牧
場
で
は
７
万
㌔
が
最
高
乳

量
で
あ
っ
た
が
、
今
回
記
録

を
大
き
く
伸
ば
し
て
初
の


万
㌔
突
破
牛
が
誕
生
し
た
。

　
２
位
は
荒
井
康
裕
さ
ん

（
栃
木
県
）
の
「
ア
ラ
イ
　

Ｄ
　
ス
ー
パ
ー
　
エ
リ
ツ

ク
」
の
検
定
回
数
９
回
で
検

定
日
数
３
４
４
８
日
、
Ｍ


万
１
９
８
㌔
、
Ｆ
４
１
７
２

㌔
、
Ｆ
％
３
・
５
％
、
Ｐ
４

０
０
０
㌔
。
こ
れ
は
栃
木
県

内
乳
量
歴
代

位
、
乳
脂
量

歴
代

位
の
成
績
と
な
る
。

５
世
代
前
に
宮
城
県
白
石
市

の
菊
地
牧
場
か
ら
導
入
さ
れ

た
血
統
で
、
母
牛
も

万
㌔

突
破
牛
と
な
っ
て
い
る
。

　
３
位
は
遠
藤
拓
也
さ
ん

（
宮
城
県
）
の
「
エ
ン
ド
ウ

フ
ア
ー
ム
　
ロ
ン
グ
タ
イ
ム

　
ア
サ
ヒ
」
の
検
定
回
数
７

回
で
検
定
日
数
３
３
７
４

日
、
Ｍ

万
７
５
０
２
㌔
、

Ｆ
４
０
６
５
㌔
、
Ｆ
％
３
・

５
％
、
Ｐ
３
５
５
３
㌔
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
宮
城
県
内
乳

量
歴
代
４
位
、
乳
脂
量
歴
代

９
位
の
成
績
。
３
世
代
前
に

岩
手
県
岩
手
町
の
川
又
牧
場

か
ら
導
入
さ
れ
て
き
て
い

る
。
４
産
と
６
産
次
で
２
万

キ
ロ
を
超
え
る
乳
量
を
記
録

し
て
お
り
、
今
回
７
乳
期
で


万
㌔
を
突
破
し
た
。

　
４
位
は
２
位
と
同
じ
く
荒

井
康
裕
さ
ん
（
栃
木
県
）
の

「
ア
ラ
イ
　
ス
ー
パ
ー
　
ル

ー
」
の
検
定
回
数
８
回
で
検

定
日
数
３
０
１
４
日
、
Ｍ


万
７
７
４
０
㌔
、
Ｆ
３
７
３

０
㌔
、
Ｆ
％
３
・
５
％
、
Ｐ

３
３
１
０
㌔
で
、
栃
木
県
内

乳
量
歴
代

位
成
績
と
な
っ

た
。
祖
母
牛
は
栃
木
県
畜
産

酪
農
研
究
セ
ン
タ
ー
の
供
卵

牛
か
ら
生
ま
れ
た
Ｅ
Ｔ
生
産

牛
で
あ
る
。

　
５
位
は
谷
口
学
さ
ん
（
京

都
府
）
の
「
ラ
ー
ン
デ
ー
ル

　
ハ
ー
ゲ
ン
　
オ
ス
カ
ー
」

の
検
定
回
数
９
回
で
検
定
日

数
３
１
６
４
日
、
Ｍ

万
４

８
６
５
㌔
、Ｆ
３
７
９
８
㌔
、

Ｆ
％
３
・
６
％
、
Ｐ
３
１
２

１
㌔
で
あ
っ
た
。
今
回
の
記

録
達
成
で
同
牧
場
で
の
３
頭

目
の

万
㌔
突
破
と
な
っ

た
。
本
牛
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
は

５
世
代
前
に
北
海
道
豊
頃
町

の
齊
藤
牧
場
か
ら
導
入
さ
れ

て
お
り
、
曾
祖
母
牛
が
第


回
全
共
に
お
い
て
２
等
賞
を

獲
得
し
て
い
る
。以
降
代
々
、

決
定
得
点

点
以
上
を
記
録

し
て
お
り
体
型
面
で
も
優
秀

な
血
統
で
あ
る
。

　
ま
た
、（
有
）
加
藤
牧
場

（
埼
玉
県
）、
松
島
太
一
さ

ん
（
熊
本
県
）、
星
野
和
司

さ
ん
（
群
馬
県
）、
中
村
優

さ
ん
（
岩
手
県
）、
谷
口
学

さ
ん
（
京
都
府
）、
小
林
政

幸
さ
ん
（
長
野
県
）、
佐
藤

俊
さ
ん
（
宮
城
県
）、
新
海

益
二
郎
さ
ん
（
長
野
県
）、

岩
泉
篤
さ
ん
（
岩
手
県
）、

高
橋
洋
一
さ
ん
（
新
潟
県
）

所
有
牛
は

点
以
上
を
獲
得

し
て
お
り
、
体
型
に
お
い
て

も
優
れ
た
成
績
を
残
し
て
い

る
。

　
日
本
ホ
ル
協
は
、
登
録
委

員
に
対
す
る
表
彰
要
領
に
基

づ
き
、
各
都
府
県
支
部
・
承

認
団
体
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た


県

名
の
登
録
委
員
の
方

々
を
表
彰
し
た
。

　
登
録
委
員
は
、
酪
農
組
合

な
ど
の
技
術
職
員
で
、
日
本

ホ
ル
協
が
委
嘱
し
、
酪
農
家

に
最
も
身
近
な
立
場
で
登
録

申
込
書
の
作
成
や
改
良
指
導

な
ど
に
日
頃
か
ら
活
動
さ
れ

て
お
り
、
登
録
推
進
に
は
不

可
欠
な
存
在
で
あ
る
。
常
々

の
ご
尽
力
に
対
し
て
心
か
ら

感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で

あ
る
。

　
令
和
６
年
度
の
表
彰
登
録

委
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称

略
）
で
、
感
謝
状
と
記
念
品

が
贈
ら
れ
た
。

（
青
森
県
）
船
橋
侑
斗
、
野

宮
優
輝

（
岩
手
県
）
八
木
蓮
、
冬
澤

千
栄
子

（
宮
城
県
）
山
下
幸
作

（
福
島
県
）
津
守
君
枝
、
武

田
佳
樹

（
茨
城
県
）
佐
藤
大
地
、
野

村
英
貴
、
松
信
勇
輝
、
小
松

崎
栄
美
子

（
栃
木
県
）
磯
綾
子
、
勝
俣

み
な
、
勝
澤
君
枝

（
群
馬
県
）
宮
崎
智
裕
、
岡

部
貴
大

（
千
葉
県
）
冨
山
洋
、

梨

大
士
、
額
田
聡
子
、
水
野
ミ

キ（
長
野
県
）
松
沢
幸
児
、
宇

野
沙
与
子
、
伊
藤
大
器

（
岐
阜
県
）
廣
瀬
太
一
、
長

瀬
和
仁
、
原
健
治

（
静
岡
県
）
遠
山
隆
司
、
佐

藤
功
、
小
森
哲
平

（
兵
庫
県
）
道
満
文
貴
、
二

星
隆
太

（
鳥
取
県
）
前
田
拓
也

（
岡
山
県
）
樋
口
晋
一
、
豊

浦
陽
二
郎

（
愛
媛
県
）
大
塚
政
彦
、
馬

越
美
奈
、
畑
野
幹
人

（
高
知
県
）
橋
詰
由
衣
子

（
福
岡
県
）
梶
原
隆
幹
、
小

河
武
洋
、
岩
丸
直
矢
、
松
岡

恵
美

（
熊
本
県
）
中
村
泰
博
、
和

田
崇
司
、
今
村
貴
則
、
福
島

功
久
、
矢
川
貴
之

（
大
分
県
）
井
元
隆
太
朗

（
鹿
児
島
県
）
泊
秀
一
、
米

田
秀
一
、
日
高
央
元
、
大
重

泰
慎


